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日本協会の歩み

３人が招待された。朝鮮ではすでに大正15年に京城花洞

にウエイトリフティングの組織ができていたのである。

若木は、当時、怪力者として世1m一般に知られていた

が、朝鮮での初めての正式極目、Ｐ、Ｓ、Ｊを行ったた

め成繍はよくなかった。

しかし飯田徳蔵はＰで195ポンドを挙げて１位となった。

〈治革＞

昭和８年(1933）

国外にオリンピック、内に国民体育大会を提略したＩＩＥ

納治JLnlIIOC委貝が、この年のウィーン会澱のI1ii}途、バ

ーベルを職人、競技の縛及発隅に努めることになった。

Ｆ１氏はこれを来京代々木にあった文部省体育研究所の備

品として、大存武一技師に競技方法を研究させたのであ

る。

昭和９年(1934）

この年の３月、オーストリアからＩＭＩ入した国際基準の

バーベルが、２個の荷物となって研究所に連ばれ、大谷

技Miの下で体ｆ『研究に従IpFしていた安来熊夫が人体IWHll

をなすlilIき緊擾のなかで解いたと、後年、轡iiiにしたた

めている。安東熊夫は、仏文が原本であったⅢfit挙競技

法の鋤択にあたり、４月28日の全国体育迎動主小会議で、

解脱と実技を男女の川関とともに

紹介した。

その頃、わが国のスポーツ界は、

く前史＞

昔から石や米俵を使った「力くらべ｣が盛んであった

ことが、卵形の玉石が現在全国各地の神社の境内などで

散見できることからうかがい知ることができる。この玉

石を「力石」「さし石」といい、当時の瀞･壮年達が心身

の鍛錬や、力くらべのため使用したもので､現在のバー

ベルに変わるものである。

現在使用されているようなバーベルが、いつ頃からわ

が国に入ってきたかという確かな記録はないが、明治の

終わりから大正期にかけて外人達がトレーニングに使用

している様子を見たという証言もある。

江戸時代より差し石や俵差しを受けついできたグルー

プの一人である阪田一郎の話によると、昭和６年頃同氏

が神田の古本屋で英文のウエイトリフティング書を発

見、それをもとにバーベルを製作したのが、わが国最初

のバーベルであるという。当時、東京神田川近くで運搬

業を手広く営んでいた飯田一郎の叔父である飯田徳蔵を

中心とした力自慢たちは、力石や米俵の代わりにこのバ

ーベルを使って大いに腕を競いあったのである。

昭和７年12月、朝鮮中央体育研究所の除相天より、第

２回全朝鮮力道大会に飯田徳蔵、若木竹丸、阪田一郎の
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ピックに向けられ、ＮＯＣとして

の大ロ本体育協会には、種目別オ

リンピック競技のルールブックが

HIiき、HHI準競技については体育

研究所に送られてきた。安来はこ

のルールの翻訳にも取組み、昭和

11年５月にルールが完成し、公表

した。
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５月２Ⅱ、来京ＹＭＣＡで火厳

市選手樅大会が、わが図初の競技
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昭和13年12月19日付昭和14年４月16日付

３回全日本選手樅大会(国民体育館)で、当時ロ本に併合

されたjIil1鮴の南埒逸がF℃級で1,.ｓの11上界紀録を樹立した。

この年、国際Ⅲ鼓挙連盟に加盟申ＩＰＩし、加盟国となっ

ていたため、日本初の公認記録として翌14年３月20日国

際連盟の承認を得た。

昭和14年(1939）

第４回全ロ本選手樋大会では南寿逸がFe級で３種目

の世界記録を樹立し､翌年１n18H付で国際巡盟公蝿と

なる。この年、俵差持久及び回数競技、さし拳回数競技

規定を制定する。

また、第１回重量拳種目別大会が国民体育館で開催さ

れた。

昭和15年(1940）

６月30Ｈ、京都府jli価挙述盟発会式が挙行された。第

５回全ロ本選手梅大会は、抓挙競技、府県対抗俵差持久

競技の各大会を開催する。

昭和12年、日華事件が大東亜戦争に拡大、１３年にはオ

リンピック東京大会が返上、昭和17年、これまでの大日

本体育協会は発展的に解消して大n本体育会と改称し、

戦時即応の体制にM1鉾えとなった。mjii拳もレスリン

グ、ボクシングと合体して爪技部と改称した。そして、

第二次世界大戦勃発によって連盟は解散、全n本大会も

５回を重ねたに留まり、第６回大会は終戦を待つことに

なった。

31日、全日本体操連盟主催の下に、第１[iJI全日本砿価挙

競技迦手樅大会が、逮米の輔国より金容晶、金風災の２

選手を迎え、６名の日本選手とともに代々木の体育研究

所で開催された。この日、日本重量拳迎盟が結成された。

第１回大会後、大谷武一は第１１回オリンピック大会(ベル

リン大会>に体操競技総監督として参加、重量拳競技を

視察した。この年第１２回オリンピック東京大会が決定、

わが国スポーツ界は活気に溢れた。ntiit拳も統括団体の

必要に迫られ、全日本体操連盟から独立した組織として、

全日本体操連盟の平沼亮三会長、大谷武一副会長、中園

進等の各氏が発起人代表となる。

昭和12年(1937）

全日本体操連盟から独立jiII立された、本正肚挙述盟

は、９月29ｐ束京・京橋中央亭で発会式を挙行した。こ

のロ、全日本体操連盟平沼亮三会奨より、三尉通陽子爵

を会長に、大谷武一副会長、中園進･下津屋俊夫外を委

員に、朝岡正夫､安東熊夫を主事に委嘱し、事務所を文

部省国民体育館(神田)内に置くこととした。１１月２．３

日行なわれた第９回明治神宮大会は第２回金ｎ本選手権

大会を兼ねて、東京神田の国民体育館において、全n本

体操連盟との共臘でIlIl催した。

この年、連盟は競技規ＨＩ並びに解説書を刊行する。

昭和13年(1938）

この年、大日本体育協会に加盟、１２月に開催された第
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<年次別概況＞

戦後の再建

昭和21年(1946）

戦後の組織の復活は、秋に行われる第１回国民体育大

会への参加の必要性から、井口幸男(理事長)を中心に会

長三島通陽、理事に野口岩三郎、遠藤滝軌、内田次郎、

鍬守尊邦のメンバーで３月に再出発し、ウエイトリフテ

ィング協会と改称した。そして鰯１回国民体育大会京都

大会に参加、これは第６ln1の全Ｈ本選手樋大会を雑ねて

開催されたが．出場選手はわずか１２名に過ぎなかった。

国民体育大会種目競技団体となった協会は、開催県に支

部をつくることに努め、回を重ねるに従い参加者も埆加

していったのである。

昭和22年(1947）

第２回国民体育大会を石川1Mで１１１１催、第７回全n本選

手権大会も兼ねて実施した。この国体では、火えんの国

体マークが制定され、これを描いた大会旗が描揚された。

昭和23年(1948）

憲法発布を祝う記念iiii技会が神宮競技場でIlIllliされ、

天皇血后両陛下および各宮殿下のiiijでの御iiiiiiii技に、ｉｌｔ

ｎ挙げは20分１１Nの時lIllが与えられた。敗戦庇後のことで、

選手を集めることが容易でなかったが、飯田定太郎(飯

田徳蔵の子息)、阪田勝願、安立勉･節の両君．関口正夫

の５選手が演技に参加、井口幸男の説明役で協会史上初

の栄誉に浴したのである。

昭和24年(1949）

第３回同民体育大会は、東京都で１１１１催、全Ｈ本大会も

第９回大会として実施した。この国体は、神宮外苑ラグ

ビー場で夜のIIII会式を挙行、両殿下、初の国体お成り、

天皇からお言葉を賜る。この頃アメリカの占領政策の一

つとして農地法が制定され、戦前貴族院議員で子働であ

った資産家の三崎会焚も土地を全部手雌すことになり、

この年、会及職を辞任、後任に愛媛県出身の衆繊院離、

小西英雄が第２代会長として就任したのである。

昭和25年(1950）

小西会長を迎え、本協会は国際ウエイトリフティング

連盟(IWF)に再加盟中鋼を行い、Iiij年10月加盟承認を

受けた。

昭和26年(1951）

第１回アジア競技大会がインド･ニューデリー市で剛

催され、わが国は初めて国際競技会に参加した。参加選

手は、井口幸男(Fe級)、窪田登(Ｌ級)で共に第３位入

賞を果たした。協会は同j'二、同際交流股技会を企両、ア

メリカjUilMlに饗鮒し、１０月にハワイチーム(監仔以下５

人の選手)を招き、Ｈ米般初の国際親善試合を|Ⅲ催、翌

27年には日本代表５選手がハワイに遠征した。

昭和27年(1952）

戦後16年ぶりにオリンピック大会に参加できるように

昭和28年10月11日･日米皿⑧大会プログラム

なった日本は、ヘルシンキの節l5IiJ]オリンピック大会へ

選手団を派適した。オリンピック初参加のウエイトリフ

ティングは、愛媛県の白石鋤(Ｂ級)がコーチなしで111身

参加したが、試合途!}'けいれんを起し乗楢した。

昭和28年(1953）

これまで同民体育大会に兼ねて実施していた全日本選

手権大会が分離独立し、この年、愛媛lHでⅢ催した。競

技の普及活動として、日本の将来を踏まえ、商校組織の

結成･醜技会の閲IlIi並びに全国iHi体述加盟に向け、諸地

備に入る。

昭和29年(1954）

５月の節２１Ijlアジア大会に監督１，週手５名が参加、

前回大会に続き２位１名、３位３名の成績をあげた。こ

の年、協会主偲による高校選手権大会を全日本選手権に

兼ねて徳島県でIlII催した。また、全日本学生迩蜘も結成

されるに至り、ようやく競技の盤及段階に入った。

昭和30年(1955）

２代小西英雄会及の辞任後、大谷米太郎会及を迎えた。

大谷会奨は衛lIllH出身の相撲さんあがりの大実業家で、

当時東京一といわれたホテル･ニューオオタニを建設し

た方でもあった。この年、全日本学生巡盟が第１回全日

本学'k選手柵大会を1111(11i、１１本のウエイトリフティング

界の一脚を担うようになった。

昭和31年(1956）

第16回オリンピック大会がメルボルンでlIIl催され、井

口幸男監督以下５名の選手が参加、大沼賢治(Ｌ級>が４

位、口烏１W義(Fe級)が５位、ｉ櫛部良雄(Ｂ級)６位と初

のオリンピック入賞を来たした。協会組織にあっては、

３代人杵会奨が１年余で辞ｲI;、協会ifliiMifl会の承ＩＩＬを経

て、衆織院繊Llの加蝋iiii蔵氏を４代会奨として迎えた。

昭和32年(1957）

中縦人氏共和国の体育総会から捌待を受け、協会はこ

の年の夏、中国の各都市に述征してⅡ'１１友好試合を行っ
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東京オリンピック･フェザー級衷醇･優勝の三宅砥、昭和33年５月10日発行･樫会樋朋紙

I)として商松宮殿下賜鋲が授与された。その後、益々隆

盛を極め、多くの優秀リフターをHIH出し、筬技の伸展に

寄与したのである。

昭和36年(1961）

ウィーンで１１Nかれた世IAQ巡手樅大会においてＢ級に桃

)|ifした三宅義信は、３位銅メダルを磯１１｝。２年後に迫っ

た来京オリンピック大会を控え、協会は選手強化と大会

迎営の準備に傾注された。

昭和37年(1962）

ブタペストでＭ１催の世界選手柵大会でＨ本待敷の金メ

ダルを、Ｂ級に出場した三宅擬ｲiiが痩得、１１本に初めて

の優勝をもたらした。第４１mアジア人公は、インドネシ

アのジャカルタ市で開鵬Ｈ本代衣選手団として参加し

たウエイトリフティングは７名の選手を派遣。しかし、

ホスト国であるインドネシアが、イスラエル･台湾を不

参力Ⅱならしめたことが問題となり、ウエイトリフティン

グ賎技は、ＩＷＦジョンソン会焚のiMiインドネシアで、

大会に参加した国はＩＷＦ加盟l刊から除名する旨の鹸終

j､告があり、ウエイトリフティング競技は中止を余儀な

くされたのである。

昭和38年(1963）

オリンピックの前年、プレオリンピック(来京国際ス

ポーツ大会)が東京世IⅡ谷区でﾘﾄ1樅。アメリカ、ハンガ

リー、ポーランドの世界トップリフターを招待し、１１本

逆手梅も兼ねて実施した。また、liil年DMKの世界選手権

大会(ストックホルム)で三宅獲信がFe級で優勝、三宅は

国内外とも安定した実力を発揮し、Ｂ、Ｆｅ級の両級で

三宅勝代をつくる。国内にあっては、第１IiTI全日本社会

人避手樅大会が来京ＹＭＣＡで実施されるに至った。

昭和39年(1964）

アジアで初めて開催された第181mlオリンピック大会、

n本は７名の選手が４階級にlWhﾙ、三宅は、国民注視の

なか、jUl侍通り見躯に優勝、耕が代吹奏のなか中央ボー

た。また、イランのテヘランT1iで１１１１催された世界選手権

大会に学雄連唄が主体となってわが凶初の参加となった。

この年、４代会長が辞任、１年後に迫った第３回アジア

大会東京大会を控え、当時〕K京で競気のよかった南相繊

維の川名社長に相披、氏が会焚代わりを務めるというこ

とで、協会第５代川名勇会奨が決定した。

昭和33年(1958）

東京の国立競技場体育館で５月25日から28ｐまで第３

同ｱｼﾞｱ競技大会が開催された｡日本ば8名の選手がエ

ントリーし、Ｂ級の木幕茂夫が325kgでアジア記録保持

者であるイランのナムジョを破り優勝した。満体連に加

盟UII8Wしていた協会は、１２月２，１１１１１１Mの全国商体巡理小

合において加盟が承認され、蝋34年４)】正式加盟となる。

昭和34年(1959）

川名会奨の辞任に伴い、後任に矢下巻蔵第６代会長が

腱生したが､数ヶ月の任期で辞任。この年、IOC総会で

1964年第18回オリンピック大会のJ1〔)K1IIl催が決定、ロ本

スポーツ界は一段と活気に欄ちた。そんな巾、矢下会長

辞任後の空白を埋めるべく、第７代会長として西川正一

氏を迎えるに至った。第14回国民体育大会(東京)でＢ級

三宅義信がＳ107.5kg、Ｌ級で111崎弘がJ160kgの世界記

鰍を樹立した。日本人による初の１１t界肥録であった。

鬮際舞台での活踊

昭和35年(1960）

第17回オリンピック大会(ローマ)でＢ級の三宅義信が

２位の銀メダルでオリンピック初めてのメダリストとな

った。そのほか２人が入賞を来たし、日本にとってオリ

ンピック有望種目の一つに加わったのである。

大会直前に開かれたIWF総会において､日本協会の京

極商鋭がIWFHI1会長に選出された。国内にあっては、

節15ｍ国民体育大会(熊本)で禰校の部が新設された。ま

た、第７回全国高等学校総体(IRnll)から優勝検の持ち回
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ダルを獲得する活Bilをみせた。

ＡＷＦ総会で井口幸男が馴合腿

に避任される。

昭和42年(1967）

ｌ化界避手樋大会が東京でIlIl(1ilさ

れる予定であったが、諸般のE1flW

により大会を返上、ＩＷＦは物理的

に代替地が得られず、’67世界週手

術大会は中止を余儀なくされ、膝

史上に汚点を残した。そのため、

日本協会の信頼を失遂させた出来

噸でもあった。

昭和43年(1968）

第19回オリンピック･メキシコ

大会では、匪級の三宅義信が優勝

し、五絵２連覇を逮成、弟溌行も

同じFe級に出場、銅メダルを極得

し、表彰台にあがった。Ｍ級出場

の大内仁も銀メダルを獲得、日本

が五輪初参加以来最高の成果をあ

げた大会でもある。

この年ＩＷＦ総会において、西

川正一(日本協会会長)が世界ウエ

イトリフティング連盟副会奨に選

任された。

昭和44年(1969）

ポーランド･ワルシャワ市で開

かれた世界避手椀大会は、三宅兄

に代って出場した三宅義行がFe

l仁がＬＨ級で優勝した。世界選手

オリンピック･メキシコ大会フェザー組＝宅彼行

級で優勝、そして大内仁がＬＨ級で優勝した。世界選手

権大会で同時に二階級制覇となったわけであるが、この

ことは、東京オリンピック前からの積極的な選手強化Bi〔

の結果といえる。

国際交流では、ソ巡チームが初米ロ、クレンツォフ(メ

キシコ五輪金メダル)ヤンタルツ(世界大会金メダル)等

の外国人が秋田市でＩＭＩ催された全日本選手権大会に参加、

３名の選手が優勝し、ロ本国際記録として留めている。

昭和45年(1970）

５月の全国評議貝会で協会法人化の決議がなされ､基

本金募金活勁に入る。アメリカ･コロンパスでＩＩＩｌ(脳の11

界選手権大会でＢ級の安蕗雌吉が銀メダル、Ｆｅ級の三

宅義行が３位入賞を果たしたが、三宅はドーピングした

として失格処分を受ける。しかし、１年後のIWF総会

で、検査方法に問題があったとして処分は撤回され、名

誉もliil復された。第６１ｍアジア大会はタイ･バンコック

でⅡⅡかれ、Ｆ級堀越武、Ｆｅ級三宅義行、Ｍ級八田侭之、

ＬＨ級大内仁の４避乎が優勝し、４階級を制覇する。

また国際交流では、逮米のポーランド･チームを代々

木体育館に迎え、ロポ親善大会を開催し、国際親善と競

技力向上に寄与した。協会人事においては、理本埜雑務

ルに日章旗を掲げた。そして、選手全員が６位以内に入

賞という快挙を成し遂げたのである。大会運営において

は、赤嶺茂(理事長)らが中心となって、長年の準備のな

かで、関係団体、学生賭沼の支援、役員を動員し、盛会

襖に全競技日程を終了した。

昭和40年(1965）

テヘランの世界選手椎大会では、Ｆｅ級で三宅(兄)が

迎統優勝、Ｂ級で－ノ関史郎が２位、三宅(弟)が３位銅

メダルを獲得し、世界の輝台でその実力を遺憾なく苑押

した。日韓交流の橋渡し、鯨IJI辿盟の李哲承会長(轍lH1

m会繊貝)とｿﾞﾄﾛ1KⅡ会災とで〕l〔京において緒し合いが行

われ、両国の親讐友好とIiH技力向上のため、翌41年から

毎年交互に交流を実施することが確趨された。

昭和41年(1966）

協会創立30年の節目の年を迎え、前年日韓iiLi国で協繊

したロ鯨親善大会が、軸lnlソウル市においてWl催され、

１１１k後国際交流の第１歩を踏みだした。

ベルリンでⅢ(１Ｍの世界迦乎椀大会では、Ｆｅ級で三宅

(兄)金、弟義行も銅メダルを獲得、兄弟で表彰台にあが

った。また、タイ･バンコック市で開かれた第５１mlアジ

ア大会では、Ｆｅ級で三宅(兄)が、Ｍ級で大内仁が金〆
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なった。この年の世界選手権大会(モスクワ)で､竹内は

Ｆ級でS108kgの世界記録を改めて更新した。国際事業

では、日中友好大会が中国で､ロ轍籾糠大会が福IMI県北

九州市で'１Mかれた。世lWLにおいては、節111ilジュニア|ｕ

界選手樅大会がフランスでlllIlmされるなど、我が協会に

とっては国際化時代の幕あけとなった。

昭和51年(1976）

４月19日の全日本選手権大会兼近姶予選会でオリンピ

ック代表避手９人が理事会で決定した。しかしそのうち

２人の人避に１１１１組があるとして､金脈l総会は遡乎の入れ

替えを決繊、理11(会はこれに従った、しかし、このこと

に抗議して、すでに決定していた監粁、コーチが辞任し

た。７月、モントリオールで開催された第２l1n1オリンピ

ック大会で、Ｂ級の安藤謙吉、Ｆｅ級平井一服が３位銅

メダルを獲得した。ジュニア避手の強化育成を目指すジ

ュニア世界遡手樅へ９名を派jui、Ｂ級でi吻地保雄が初の

銅メダルをluilIﾄする。

昭和52年(1977）

３月開催の通常総会において役員の遇任が行われ、会

長西川正一、副会長中野次男、佐藻育秀、赤坂俊夫、出

野博、専務理耶に林克也が就任した。法人化以来の累積

赤字対策としての財務委且会、ｉiii年1111題となった選手選

考を踏まえた、新体Iliﾘでの簸技ﾉ｣向1:委且会の組織拡充

に努めた。

国際舞台においては、西ドイツ･シュッッガルドで開

催の世界週乎椛大会で56kg級の細谷治期が金メダルに輝

く。国内にあっては、ソ連チームを招聰し､ﾛソ友好大

会を全ロ選手楠大会と兼ねてllhl山倉敬TIiでⅢ催した。ル

ールでは、階級の呼称変更も行われ、ｋ9級として52kg級

から＋110kg級の10階級が実施されたのもこの年であった。

であった井口幸男副会長が副会長に、理事長に野中義治

が就任し､協会法人化を目指し新スタートを切った。

昭和４８年(1971）

１W報化時代の到米に伴い、本協会は会報第１牙を発刊

する。全日本学迩は、東西学巡の交流と競技力の向上を

目的に、第１回全日本学生東西対抗競技会を剛{１Ｍする。

ペルー･リマで開催の世界選手権大会で、匪級出場の三

宅義行が優勝、同級で安騨謙吉が２位とＦｅ級を制し、

東京オリンピック優勝の三宅(兄)以来、Ｆｅ級はロ本の

お家芸となった。

昭和47年(1972）

ＩＷＦルール改正(階級追加)がメキシコ五輪時に行わ

れ、Ｆ級(52kg)、スーパーヘビー級(110kg以上)を新設

し、９階級となった第20回オリンピック大会がドイツ・

ミュンヘンで開催された。Ｆｅ級の三宅義信は五輪三述

靭を目指すが轡1Wiむなしく４位入賞に終った。この大会

では、東欧緒国を中心とする芳手選手の台頒が著しく、

記録も一段と飛騒した。我が国も選手交替期を迎えたが

記録的に低調期となる。大会直前のIWF総会でルール

改正が行われ、本大会を鹸後にＰ種目が廃止された。

昭和48年(1973）

この年、沖縄復帰記念特別国体が沖縄1KでIIIlI附され、

ウエイトリフティング競技も実施された。

また、全日本社会人大会に職場対抗としての爽業団大

会が加わり、第１回大会を宮崎県でM1催した。国際にお

いては、キューバ･ハバナでＭ１催の世界選手権大会へ、

我が協会は若手選手を中心に６名の選手を派in、Ｂ級で

三木功司がＳ117.5kgの11t界記録を樹立し３位銅メダル

を獲得、外４名の避手も６位以内入賞を果たした。

昭和49年(1974）

法人化を進めてきた協会は､文部省より11月21Ｈ付で

社団法人の認可を受け、公益法人としてスタートするこ

ととなった。第７回アジア大会はイラン･テヘランで開

かれ、８名の週手がｌｌｌＭ》、Ｂ級安嘩謙吉、Ｆｅ級平井一

正、ＬＨ級藤代末男、ＭＨ級大内仁が優勝、ｉｉｉ回大会と

同じ４階級を制覇した。大内は不十分なドーピング検査

により禁止薬物が検出される。選手団本部はAGF実行

委員会に強く抗議したが、最終決定はすっきりした結論

でなく、今もって釈然としない。その後ＩＷＦは大内を

１年Ⅲの出場停止処分としたのである。

昭和50年(1975）

国体で昨年までブロック予選を実施していたiii枚の部

が、第30回三重国体から少年男子となり、各都道府県よ

り３名が出場できるようになった。ディスクの改良も行

われ、ゴム巻ディスクからラバーディスクカfiHg生したの

もこの年である。４月に米、したIWF耶務総此により、

iiij年国体で竹内稚朝(Ｆ級)、平井一正〈Fe級)がlu界記

録に成功したあとの再検辻は、これより３年前のルール

改正で必要がなくなったことが明らかになった。体Ⅲ超

過のために公認申硝をしなかった日本協会の失態が公に

国際交流時代の到来

昭和53年(1978）

第20回オリンピック大会以降、蒜乎避乎の台頭が月覚

し<、第２１回モントリオール大会で、オリンピック史上

最高の戦績をあげたソ連を筆頭に、ブルガリア、東独と

いった社会主鍍陳営諸国の躍進が目立った。選手強化が

組織的に展側され、また、薬物使用の疑いが１１t界のウエ

イト界で佃題祝された時期でもある。こうした中で、各

国の国隙大会も多く、Ｈ本チーム柵待の機会も期え、ソ

述友好杯、国際ユース大会、パンノニア大会、トルコの

べクール大会等へ選手を派遣、海外|W報収集と選手の強

化に努めた。この年、米国ゲディスパークで開催の世界

選手権大会では、６０kg級の斉藤隆が銀、５６kg級の安藻謙

吉が銅メダルを獲得、続くタイ･バンコックでの第８ﾛ

アジア大会で、67.5kg級のＷｌ:一正、82.5kg級佐藤薫、

100kg級佐蝋光jliが金メダル渡11卜を来たした。検jit時llII

のルール変更もこの年行われ、競技朋始２時Iiiiから1時

間となった。

昭和54年(1979）
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協会は、理事執行部の任期満了に伴い、汕常総会にお

いて８代会及として小宮山英蔵･平和相互銀行会長を迎

えることになった。しかし、協会が会焚就任祝賀を計画

中、突然逝去され、小宮111英蔵全焚の実弟で衆議院議員

の小宮山nｔ四BlIが兄共蔵氏の遺志を受け、第９代会焚に

就任したのがliil年811であった。

国際時代の到米と相まって、協会初のアジア選手権大

会を８月15日から３日間、東京渋谷区の際記念体育会館

で、轍圃、北jiW鮴、インドネシア、イラン､イラク、タ

イ、レバノン、パキスタン､シンガポールのｉｆ11ヶ国７１

名の各国代表避乎を迎え、機会樫にⅢかれた。また12月

には、世界のスーパーヘビー級トップリフターを迎え、

第１回世界スーパーヘビー級招待選手権大会を来京、後

楽園ホールで１１N催した。ギリシャでllllかれた世界選手権

大会は１１t界記録ラッシュの中で終始した。ロ本避手もよ

く健闘したが、６０kg級の後蝋節哉の３位銅メダルに留ま

る。当協会は、仮久的オリンピック選手の強化育成を期

し、若手ジュニアの国際交流として、日鰍ユース交流の

第１回大会を輔国でIHI催、全国高校総体優勝者を派遣し

た。また、競技力向上委員会は、１年後に迫ったモスク

ワ五蛤の強化拠点に東京世田谷区の－iilF家を借I)、桜井

勝利姿貝焚を中心に焚期キャンプを張る。

昭和55年(1900）

第20回オリンピック大会ロ本代表候補は、４月のアジ

ア選手権大会(鯨国)、５月の日中友好大会(中国〉へそれ

ぞれ派遣、五袷強化を進めていたが、５月24ｐ、オリン

ピック.ナショナルエントリー締切日、JOC1HM時総会で

不参加を決定。幻のオリンピック代表選手団となった。

来京世田谷区で此期にわたる強化合宿をした代衣避手

は、解散を余儀なくされた。桜井委且奨(五輪監督)は、

日本代表選手団不参加の経緯と今後の対策について、選

手の所属先、職場に出向き、その対応に奔走した。結果

として、１o月'１１|副上海市で開かれた上海国際大会及び米

ロサンゼルスオリンピック82.5k8級３位の砂岡良治

国ホノルルでのアメリカンカップ国際大会へ五拾代替大

会として選手を派適したのである。国内においては、jii

llml全ロ本ジュニア逆手樅大会を山梨県でＩＮＩ催するに至

り、ジュニア選手の行成に資することとなった。

昭和56年(1981）

インドネシアで開催予定であった第13回アジア遡手樋

大会が、国内事情により返上、アジア諸国の強い要鋼を

受け、８月l6Dからl9IFlまで愛知県体育館でIIIl1Mlした。

国際簸技ﾉ｣を目指す派jnZ1f業では、イタリアでＯＩＩかれた

ジュニア１１t界選手椎大会へ９週手を派逝、82.5kg級の砂

岡｣jLifl外２選手が５位入賞にfWまり、世界のジュニア避

手の記録向上は一段と顕著となった。また、フランスで

INI鵬された世界選手椎大会では、５２kg級の其鍋和人がよ

く腿ＤＩＩし、３位銅メダルを硬↑I卜した。

昭和57年(1982）

余n本逆手権大会(上尾ili)で、９０kg級砂岡良治がＪで

200kgを挙げ、我が国初の200キロリフターとなった。ブ

ラジルで開かれたジュニア枇界選手権大会で砂luil良治が

825kg級で銀メダル、５６kg級の原徹も銅メダルを獲得す

る成奨ぶりをみせた。インド･ニューデリーのiiy9Iiilア

ジア大会に''１国が初参加。Ｈ本は、５２kg級真鍋和人、

82.5kg級砂l1Y11良治が優勝するが、メダル獲得数で'１'国に

トップの腿を譲る。競技会前に開催されたＡＷＦ(アジ

アウエイトリフティング巡盟)総会において、山本文雄

協会班Jlfが副会長に選任される。
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昭和58年(1983）

日本がホスト国となって、ＡＷＦ待望の第１回ジユニ

アアジア選手楢大会を埼玉県スポーツ研修センターでＷｌｌ

Ｉｍｏまた、東京中央区立体育館に世界胆録保持老ら14名

を迎え、ワールドカップを開ＩＭＩしたが、幾念ながらわが

国には参加有資格者がなく出場できなかった。国内競技

会では、生涯スポーツの一環として、全日本マスターズ

大会が、奈良県で開催の社会人大会と兼ねて第１会大会

を実施する。また、ルールでテクニカルコントローラ制

血が導入された。国際競技力では、モスクワの世界避手

棚大会で60kg級村木洋介、82.5kg級の砂岡典論の４位入

賞と、厳しい戦いとなる。銃《ジュニアは、ジュニア避

手権大会で最高５位入賞に留まり、世界の戦力向上が－

段と顕著になる。この年、五輪強化対策として、海外合

宿をハンガリーで行う。

昭和59年(1984）

節231Ｈ１オリンピック大会は､超大同米ソのオリンピッ

ク･ボイコットの応酬により、ロサンゼルスも片肺飛行

となった。日本は、５２kgの真鍋和人、５６kg級小高正宏、

82.5kg級砂岡良治が一歩力及ばず銅メダルで終った。初

参加の中国は４階級を制し、王座に君臨した。国際イベ

ントとして、国立代々木第二体育館において、国際フェ

アーをIlIIIlliする。

昭和60年(1985）

商知県協会が加入し、４７都道府県支部協会が加盟団体

となる。競技の安全な普及と正しいテクニック修得のた

め、初心蒋における採点制競技会の導入を図った。

IWFからは、新得のため、初心者における採点IlIll競技

会の導入を区1つた。ＩＷＦからは、WrlIMr級股ＩＮＩに|｝I'し､各

国へ検討嬰硝がされた。’88年に第24回オリンピック大

会開催が決定した韓国のナショナルチームが米ロ、初の

合同合宿を静岡県下田市において実施する。

国際大会では、スウェーデンでMIIかれた世界選手梅大会

へ８名を派ｉｎ、82.5kg級砂1M]良治の４位がlilmjiで不振に

終る。同年のジュニア世界選手梅大会も60kg級小栗和成

の４位入賞で世界との戦力格差が一段とひらく。

昭和61年９月21日、繭１同今団亡子大会･遡手紹介

で1111催、５２kg級Ｓで巾Uilの何灼強が116.5kgの世界新を

だす。このｲIZ、ＩＷＦは世界紀鍬の認定蕪地変虹を行

い、ＩＷＦドーピングコミッション管理下のドーピング

テストが義務づけられた。この時、女子の公IWl演技とし

て長谷場久美、加藤令子の２人が初めて披露したのであ

る。同年９月、神奈川1M旗沢の日大で第１何令国大会を

開催、続く１１月の京都同体リハーサル大会に女子部を披

け、女子競技の握興に費した。また、米国デイトナピー

チでＭｌかれた節11091女子世界選手権大会へ５名の選手を

派遣した。競技力向上委員会が中心となって検討してい

た中学生対策も実現するに至り､埼玉県で第１回中学避

手権大会IWIIlMの迎ぴとなった。協会組織においては、理

事任期樹丁に伴い、、常総会で小宮会長の留任、IMU会焚

に林克也、iWi蝋六,１１、仰木１１t利が就任した。

昭和63年(1988）

韓国ソウル市で11Mかれた第24回オリンピック大会参加

のブルガリアチームの直iiij合宿を日本で実施したい旨の

要請があり、埼玉県立スポーツ研修センターを会場とし

て提供、公ＭＩＩ練習を通し、多くの指導者が見学した。ロ

本代表は、５６kg級iii棚学士、６０kg級村木洋介の５位人汰

に留まり、メダル獲１１ﾄを逸した。ｎ本でキャンプを扱っ

たブルガリアは、２陪級金メダルを獲得する活BHIをする

が、競技会半ばにしてドーピングの結果、禁止薬物とな

った利尿剤使用が発覚、以降の競技出場を断念、チーム

が帰国した。また、パンガーの選手がアナボリックステ

ロイドホルモンで失格するという、ドーピングに捕れた

大会となった。

ジャカルタで１１１１かれた第２回女子世界大会は、第１回

女子アジア選手樋大会を兼ね、日本も７名の選手を派逝

した。国内の国際大会はい世界のトップリフターを招待

して、国立代々木飾二体育館で、東京カップをllIl(蝋す

る。二巡目剛体の京11W大会は、同体得点新方式によって

実施される。協会､１１立5011i１年を迎え、１１月22｢l記念式ﾘ（

を予定するが、昭和天皇〃l御に伴い式典を自粛する。

平成元年(1989）

延期となった協会flII立50周年記念式典を東京市ヶ谷会

女子顔技の普及

昭和61年(1986）

世界初の女子国際競技会として、第１回ウーマンズカ

ップがハンガリーで開催された。わが協会も、全国桁導

簿習会等で女子瞳技の普及、啓発を図る゜第101mアジア

大会は輔国ソウル市で開催、82.5kg級砂岡良治のアジア

新記録での優勝による金メダル１つに終る。進況著しい

ｉｉｉ【例、中国に後れをとる。世界においては、１１上界選手権

及びジュニア世界選手楢大会ともに６位入衡を来たせず

幾敗。世界が一貫折導を組織的に地ぬる強化に対し、わ

が国はじり貧となり、強化の抜本的兄蔵しか求められた。

昭和62年(1987）

アジア選手権大会が４月、埼玉県立スポーツセンター
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館で挙行した。この年、日本体育協会内に位置づけのあ

った日本オリンピック委員会が、財団法人設立を認可さ

れ、林克也(ＪＷＡ副会長)が理IIJに就任する。国際大会

については、第２１m1束H(カップを国立代々木第二体育館

でＩｌＭｉｏ派近事業では、第３回女子世界選手梅大会(イ

ギリス)へ派遣、５２kg級に出期した植村ひろみが銀メダ

ルを獲得、わが国初の女子メダリストとなる。世界をリ

ードする東欧圏諸国との戦力格差をなくす強化策が急務

とされた男子は、ブルガリアのヤンコルセフ(モスクワ

Ji絵金メダル、世界記録321m]樹立>をコーチとして捌

聰。１２月末に来日し、翌年の全国指導者辮習会で、ブル

ガリアの強化システム、練習プログラムが公開された。

平成２年(1990）

第１１mアジア大会が中国･北京市で開催され、女子競

技が初参加となった。男子は、４階級で銅メダルを渡得

したが、金ゼロに終った。初参加の女子は、４４kg級斉臘

さと美と67.5kg級長谷場久英が銀メダルを獲得する'１１２采

をあげた。中国の女子は、世界一の強さを発揮、世界記

録の中で他を圧倒した。中国は続く世界選手権大会で世

界記録を更新､世界の女王に君臨した。Ｈ本は、４４kgの

斉鵬、５２kg級の植村が銀メダルを獲得している。

平成３年(1991）

ＩＷＦは、Ｉﾘ1年に迫ったバルセロナ近幡の参加資格の

変更を各国へ通達。1991年から1992年バルセロナliiiまで

のIWF指定大会で参加基準記録及びドーピングテスト

をクリアーした選手に参加資格権利を与えるとした。そ

のIWFの指定大会とは、世界大会、シニア及びジュニ

ア、地域大会としてはアジア避手稲大会である。この年

の１１界逆手権及びジュニア巡手桶は、大会順位より資格

獲得を優先して戦う結果となった。アジア選手権は、イ

ンドで開催予定であったが、国内の諸般の事情により返

上、ＡＷＦの要鏑を受け、この年、茨城県神栖町で第23

1可アジア選手権を12月20,から４ｐⅢ]の日程で1111催する

迎びとなった。続く241m大会は中国福建省で、ＩＷＦが

指定した期限前の４月に1111腿日本はこれらの大会で９

階級23名の個人有資格を得た。

バルセロナ強化対策として、ヤンコルセフの再招聰を

行い、長期にわたる合宿を展１Ｍする。女子の国際成績

は、ドイツで開かれたlluIQ避手樅大会で、67.5kg級焚谷

場久美が銀メダルを磯↑Ｉ卜した。このｲﾄﾞ、Ｈ本オリンピッ

ク委員会では、林克也〈ＪＷＡｌＩｌﾘ会及)が専務理事に就任

する。後任として本協会WII務理B1fには、桜井勝利が就任

した。

平成４年(1992）

第25回オリンピック大会がスペインバルセロナで1111か

れ、ＩＷＦは、競技会IiIj、参加逆手全且を対象にドーピ

ングコントロールによる興例の措置をとるアンチドーピ

ングを徹底した。競技は伽壊したソ連がＥＵＮの名称で

参加、ブルガリア、東ドイツを吸収したドイツの３ヶ国

で７つの金メダルを独占、ｎ本は前回ソウル大会に続き

澆壹霊亀

平成5.6.27，第11回インターナショナルフレンドシップ70kＢ組長谷喝久美

メダルゼロ、５６kg級佐久Ⅲl勝彦の５位という不本意な成

績で終った。

１１月、ＩＷＦは、スペイン航のカナリア諸島テネリフ

ェで総会を開き、ルール改iIr、階級変更を行った。階級

の変史は、選手の体位の向上に伴い、体重区分を変更す

る旨の説明がされたが、その喪には、ドーピングによる

１１上界記録、薬物使用による過去の記録にピリオドを打つ

ために階級変更を断行したという背蛾があった。総会は

採択の結果、男子は54kg、５９kg、６４kg、７０kg、７６k９．８３

kg、９１kg、９９kg、108kg、＋108kgの10階級に決定、女子

が46kg、５０kg、５４kg、５９kg、６４kg、７０kg、８３kg、＋83ｋｇ

の９階級となり、’93年１川から実施することとした。

n本と国際友好大会を進めてきた神風中国の大会の

苑lRll的解il1lを前提に11月'''１４珠ﾅﾄlで１MかれたＨ中友好大

会時、日中韓の代表者会織をⅡⅡき、従来の男子に加え女

子選手を含めた、３ヶ国インターナショナル･フレンド

シップトーナメントという名称で、第１回大会を日本で

側催することが合意、待ちlmlりで実施することが決まっ

た。

協会iIM織にあっては、桜井専務邸PIIが、所臓先の協力

を１１ﾄて11本協会へ派ｉｎされ、iMiJ1i業の総括と２年後に迫

った広島アジア大会のウエイトリフティング競技会の辿

営本部長として任についた。また、協会諸規程の整備を

図った゜選手強化を担当する餓技力IbI上委員会は、この
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月の世界選手権大会に向け、長期合宿と各国戦力の悩報

分析を進め、世界選手権大会に臨んだ。大会は中岡広州

で開かれ、史上jtlt商の参加国のなか熱戦が展開され、各

国10名の選手の成功率が溌格樋利の明啼を分けた。Ｈ本

は全員の腿IlIlにより、１１棟とした７名の賛格を１１卜た゜

国際競技会では第１lul女子ジュニア世界避乎楠大会(ポ

ーランド･ワルシャワ)、第１回女子ジュニアアジア避乎

権大会(中[刺･江藤街)が始まり、それぞれ派遣参加する。

この年、３月のjmiIi総会において、空席となっていた

合性に林克也Mﾘ会焚が選任され、第１o代金災に就任し

た。また、’96アジア選手権大会が、五輪地区予選会を

兼ね、カザフスタンでⅢ催予定であったが、IHI催不､l能

により、ＡＷＦは日本開催を要講理事会は日本開催を

承認し、この年の９月大会準備に入った。

平成８年(1996）

年度当初の４)１４Ｈから９ｐまで、千葉1M八千代市の

協力を得て､第28ｍシニア、第９１m女子アジア避手樅大

会をアトランタ五輪地域予選として開催、男女世界ilu録

のなか盛会樫に終り、北朝鮮２名、イラン、タイ、イン

ドネシア各１名の合i１１．５名がアトランタ五輪出場資格を

得た。この大会のドーピング検査は、ＩＷＦ指定のドイ

ツのケルンにある機119で災礎することにな'〕、検体を東

京国際空港から空輸で対応する。

第26回オリンピック大会は、７月アトランタ･ジョー

ジアワールド会議センターで開かれ、世界予選を通過し

た240名のリフターによって熱戦が展開。ロ本は納衛俊

行が54kg級日本新で11EWIするが10位、続く59kg級池畑大

も日本新記録疋新ながらメダルに一歩及ばず４位に終っ

た。各階級と６１１t界妃鍬ラッシュで終始した。

ＩＷＦは、１２月ギリシャのアテネで総会を開き、ルー

ル改正では、ジュニア女子の年令を男子と同じ20歳とし

たほか、オリンピックの参加年令を16歳に引きあげ、禁

止薬物使用者に対するllll別の一部変更を行い、明1997年

１月１日付で施行することとなった。

また、ＩＷＦは、１１月のIOC理IIJ会において、2000ｲﾄﾞの

シドニー大会で女子競技が承認された旨報告された。こ

れを受けて、ＩＷＦは、男女機会均等を踏まえ、今後、

ワーキンググループ(検討委員会>と特別コミッションに

よって検肘を爪ね、ＩＯＣと調雛の上、1997年５月アフリ

カのケープターンでIlIl催のIWF総会で結論をだすこと

とした。ロ本の桜井勝利もこのワーキングメンパーに任

命された。1993年に階級変更されて間もないが、女子Ⅲ

籍参加に向って、階級変更、特に体重区分の変史、現

行、男子10階級、女子９階級の数が下、わることが予想

される。

年、選手強化委員会と改め、長期計画によるオリンピッ

ク選手強化対策を進める。この年、海外合宿で若手選手

４名をブルガリアへ37日間派近し、遇乎の強化に資す。

平成５年(1993）

日本、郷国、中国の３ヶ国男女巡乎による第１回イン

ターナショナル･フレンドシップトーナメントを群脇県

水上町において開催した。

遮手強化拠点として、モスクワ五姶時に実施した、通

年強化顕を埼玉県浦和市内の「いけ１１１旅館」にｉｎき、桜

井勝利強化本部長(兼務)、三木功可主任コーチを中心に

拠点強化をスタートする。この年束アジア８ヶ国の第1

1,束アジア大会が中国･上海市で開かれ、ウエイトリフ

ティング競技も実施され、日本代表を派避した。また、

新階級による世界選手権大会は、オーストラリア･メル

ボルンで男女競技が開かれ、男子59kg級の池畑犬が、n

本新肥徽で６位入賞を果たした。女子は70kg級艮谷場久

英が３年迎統２位銀メダルを獲得する。

平成６年(1993）

強化拠点の設置に伴い、再度ブルガリアのヤンコルセ

フコーチを招聰し、強化推進を図る゜

第12回アジア大会は、１０月２日から16日まで史上鍛商

の参加国により、広偽市で開かれた。ウエイトリフティ

ング競技は、広駒市佐伯区立スポーツセンターで行われ、

今大会はソ連の崩壊によって中央アジア５ヶ国のうち、

カザフスタン、ウズベキスタンの４ヶ国も参加した。こ

の大会の競技会ステージは、床養生及びバーベル落下音

の対策を配慮した発泡スチロールが使用された。競技成

織は、１１t界紀録の出るハイレベルのなか、男子は銀メダ

ル１，銅メダル２，女子は銀メダル１，銅メダル１の成

綱に終り、中国を筆頭に、中央アジア勢、輸国のアジア

戦力分布となる。この年、８期目の会艮職にあった小宮

111並四郎が、１１月21日逝去された。残任期1111林克也副

会長が会長代行として努める。国際関係では、シンガポ

ールでM1かれたＡＷＦ(アジアウエイトリフティング連

盟)の総会で､桜井勝利がAWFliU会奨に選任された。

平成７年(1995）

ＩＷＦは、１月１日付でアンチドーピング対策とし

て、各国ナショナル選手の登録を鍵務づけた。この登録

鍍務を怠った国は、その年の世界選手柵大会、オリンピ

ック大会に出鍋できないとした。また、第26ＩＤＩオリンピ

ック大会アトランタ大会の参加資格方法が変更された。

近給Iiij年の世界選手権大会が国別対抗(エントリー10名）

得点成績によって資格権利を与えるとし、世界選手権で

資格を獲得できなかった国は、地域大会(アジア選手権

大会)で、アジアの場合５名の出期安格を与えるという

オリンピック予避方法となった。避手強化委典会は、１１
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(社)日本ウエイトリフティング協会60年史年表

2０

年次 協会事項 参考車項

l932fl【

(IIll和７）

第２ｕ1余朝艸ﾉjjn大会'二ⅨⅡl雌Mli、勝木竹札飯、一郎が、{ｻﾞ

される。（12月）

邦l0IIoIオリンピック１１h校大会(ロサンゼルス)、11本巡FIWll92調

お力11、金メダル７個。（７月308～８１１１４１Ⅱ）

節３[Ⅳ】オリンピック冬季堕技大会(レークプラシッド)、日本選

手Ul22偶参力11、入賞ゼロ。（12月４Ｈ～1311）

1933年

(HHm8）

葛納ifiluUBlOCZMl、ウィーンのlOC会搬の摺途､オーストリア

でバーベルを四人．（811）

ＩＩＬ入ｸﾆJ唯球場に初の夜１１ⅡgfWI成る。（７）I）

岬lib神廊外苑相摂期にはじJbてH1立式バスケットボールのゴー

卜できる。（１１１）

l934flL

(HlW119）

オーストリアでlli人した1Ｎ際雄WIバーベル．東京代々木の文部

福体育研究所に搬入。（３Ⅱ）

研究所の安瀬熊夫、競技の翻訳あたる。

1iY1O[【､]lUiII〔逆手Iii賎投大会マニラでlIllllIL金XllOIl楠〕I[体面協会

lWiH、東洋体育協会が結成。（５）I）

1936年

(I18lII11）

第１回〕I〔】i(市民趣乎Ilil大会､わがI､初の競技会を束H(YMCAで

UIllli。（５Ⅱ２【l）

第１[iiI会Ⅱ本迎乎1111大会が全11本伸扱連盟の~ﾄﾞにl1II1IIi、脚１mの

全容A1、＠MZUIﾐ通りZ参１ｹⅡ。このロロホiK殿,樅迎盟結成。（51131

ロ）

卵４ロオリンピック冬季大会(ガルミッシュ・パルテンキルヘ

ン）ロ本迦fIWM8名参加、メダルゼロ。（２）ｌ６Ｈ－１６Ｈ）

鞆11Ｍオリンピック競技大会(ベルリン)Ⅱ本逆手､1249禍参加、

金メダル６側。（８）１１１１～16Ⅱ）

1937年

(昭和12）

第１回関]I〔IIi趾雅大会を束ji(･仲111-ツ贋のEI隆体121航でIW11Ui。

(7111911）

第２回令ロ本選手１h大公をEl腿体育館で、全11本体M1連盟共催

で開催。（11月２Ⅱ）

競技班Ⅱﾘ及び解睨禰fⅢけ｡(11Ⅱ１Ⅱ)

ｎ本Ⅸ獄,侭迎INI躯公式を爪ﾙ(・ル(借のuID央亭で機17.三ＫbjInPll

初代ｄＭｆ就１F。（９月2911）

仲111-ツ鱈のIZl腱体育館IW1航(５Ⅱ31Ⅱ）

彼鞭I創球蛸1111場(９月11日）

近代オリンピックの祖ビニール・ド・クーペルタン死去.75歳。

(９月211）

1938年

(lIll側13）

[EI際nthiJit巡盟公｣&宛にhlI盟ＩｌＷｉｏ（２）１２Ⅱ）

大日本体育協会加ＩＭＩ。（６）I20H）

第３回全Ｈ本選手１m入金をIHI瓜体育館で開催、朝鮮のiW瀞逸、

フェザー級プレス、スナッチで１１t界新記鰍樹立。（12月17日）

IOC覆11冊W1泊.fnli､カイロのIOC鰯９３Fのｌｌｌ聯の｝Mja､水川丸船

110で死去、７８歳。（５月311）

節121mIオリンピック東京大会(19401F)の避上を１１１１鱗で決定｡（７

nl5H）

1939年

(昭和14）

第１回徹Ｕ別餓技会を肌ｉ(・IFI腿体育館で開催。（４月15Ⅱ）

磯差持久及び[ﾛ1数奴抜ML竃、さし》樵回数胆校規途を制定．（311

2811）

銅４k】全n本避乎１hh大企でフェザー級ｉｉｉ埒逸、３ＨＩＨ'二IltI1L所

誕鰍。（ｌ２ｊｌ２ｎ）

ウィーンで閲他の国際学生大会参加のⅡ本jlA下．Ｉ則瞭状勢悪化

のため大会２日目で帰刷(８月）

ｙｆ印随押の地とし､わｵしるクーバースタウンで100年雛挙行､野球

19物liTIlIl畝。I6Ill211）

1940年

(HlW1I15）

第５１IJI全i1本逆手IUi大会､俄差持久瞳技奪と併せINI腋(５月28Ｕ

-30日）

姉12回オリンピック競技大会(東】i〔道12後ヘルシンキ)中止。

1941年

(HlIjfⅡ16）

H本亜赴挙巡mjW欣。（６月） 111NC念体育会館がお茶の水に落成(３Ⅱ22Ⅱ）

lﾘⅡh仲樹大会を除き７)113日以降の会Ｉｌｉｌ大会０１１止。

19421F

(Ｉ１Ｉｌｲ1117）

大n本体育協会、大Ｈ本体商会として苑旭。（』lⅡ８Ｈ）

１７【(Ｗ6,1ﾘl伯仲嵩[１１腿体育大会をIUlifl仲廓凶阯純成人公と改称。

(10)12911）

1943年

(昭柧18）

〕I[京６大字野球連盟解散。（４Ⅱ）

学徒体向大会一切禁止。（９月）

llMbのため頭易の開催中止。（12)ｌ７ｐ）

1944年

(剛利19）

Ⅱ本体育会は各哩技大会の優勝杯欲Wiを決定。（11月）

l945fIZ

(Hllnl20）

節二次↑ｉｔ邪大戦焼結。（81115m）

火Ⅱ本体行金の部会として吸収された鋲ｲAqUl体の多くも新lIuiR

でivuﾄﾘﾋﾞ。

火Ⅱ本体fi会も秤ぴ加盟団体組織に政411。

1946年

(IMI和21）

日本ウエイトリフティング協会と改称し、再結成。（３月）

第１ｎ回腿体櫛大会に班ねて節６何分ｎ本選手Iln大会(京都府）

をIlIIIUi。（l1HlII-11n3Il）

11本[五I憲法公布。（11月３n）

第１ｕ同民体育大会秋季大会、ル(柵、大阪．兵庫、jlk質でiII催。

(11Ⅱln-3H）

1947年

(昭和22）

邦２Ｍｍ腿体向大会に遮れて第７Ｍ令ロ本逆手梱大会(ｲi川１１１）

を開化。（10Ⅱ30Ⅱ～ｌｌＨ３Ⅱ）

放打雑本法、学校敬仰法公布。（３）l）

爺２【はⅡFluL体和大会秋季大会､稲川luでIWlIUioIKI体マーク制定。

(lOII3011-11jl3ロ）

'948112

(H1{和23）

恵法公布誕念大会がIﾘIifl神嵩でIlIl催、ｎ畳拳参加演技す。

第３ｕ同民体育大会に蛾ねて第８Inl全日本選手権大会(柚岡111）

を1111催。（10月29,～11Ⅱ３日）

人11本体衡会、ロ本体育惚会に改称。（11)1311）

第14回オリンピヅク大会(ロンドン)、第５Iu]オリンピック冬季

人公(サンモリッツ)に日本招待ざｵしず。
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年次 樫会事項 参考事項

】949年

(剛和24）

第２代会長、小西英jfEﾎﾞﾋ任。（４月）

節IIuⅡi､ｺﾞﾑ体育大会に蛾ねて第９回会11本選手lil大会(JIqi(師）

をＩＨＩ棚。

節４何m腿体莉大会夏季、秋季大会(東京稲)IW11IK・西殿Ｗ"の

1,体お皮I)。

1950年

(ilWll25）

IHI際ウエイトリフティング迎盟に加盟承Ago（10月1311） この平大部分の競仙【IiII体、IHI際巡盟IこiWi9。

1951年

(HlIhI26）

鋪１１mアジア簸技大会(ニューデリー)に選手２名参加、フェザ

ー級井[l幸男、ライト級寵、丑３位入賞。（３月411-11n）

ﾛ木初の同際柵待大会(ハヮイチーム)、１１米親博大会を東京で

llIllⅢ．（10)lllH）

第１１mIアジア岐技大会(ニューデリー)'二５股技、ｎ本避乎Ｍ６５

名参加、金メダル24個，（３月４，－１１日）

IOC縄会(ウィーン)でn本のオリンピック大会参加(195211K､オ

スロー及びヘルシンキ)を正式決定。（５Ⅱ７IEI）

1952年

(Ⅱ【I和27）

第15Ｍオリンピック競技大会(ヘルシンキ)にパンタム組F1ｲiﾘﾘ

ｌＭ４。（７月19Ⅱ～８Ⅱ３【】）

鞆２InIn米親特大会(ハワイ)へ巡乎５偶が逆nm。

節15111Iオリンピック競技大会(ヘルシンキ)に11本選手HllO3禍

拶力Ⅱ、金メダル１{ｌＭｏ（７）'1911-8Ⅱ311）

l953jlz

(ﾛ【l和28）

IZI腿体育大会に兼ねていた全I】本逆手１m大会が分離独立し、愛

鰻1Kで閲lUi。

スポーツの嵩様秩父樹殿下御逝去。（１月４Ⅱ）

スポーツマン綱領を制定。（10月211】）

1954年

(HlWm29）

姉２回アジア波技大会(マニラ)に選手５名参加｡（５）Ｉ１ｐ～９

，）

第９IuⅡq瓜体fi大会(北海地)ブロック別参加となる。（８）122

～26,）

節１１，１余ｍ商佼大会が全11本選手細の０１$で他励ⅡｌでⅢ１m｡(1０月

l7H-2111）

会n本学生連盟結成。

姉２回アジア競技大会(マニラ)のＨ本選手団198名参加､金メダ

ル38(H1。（５）ｌｌｎ～９日）

わが1N初の世界選手１m大会(ｿ}12スピードスケート)、IL011で1１１１

ＩＩｉｏ（1111611）

1955年

(HlW1I30）

公趣審判員制度１１N飴。（４月）

第３代金艇、大谷米太郎就任(４月〕

卵lImI会11本学生選手IIi大会を東京でmIUi。

Ｊ１〔ﾙ(HB議会、第18回オリンピック東京大会招致案をｕＪ決。（10)Ｉ

１０ロ）

1956年

(U(州131）

筋４ＩｕＭＨＬ加露商蔵靴任。（４月）

節16回オリンピック股技大会(メルボルン)に週乎５ＩＨＩ参jill、ラ

イト級大in費if１４位、フェザー組LIKMW袋５位、パンタム級iiJ

郎典&(R６位入賞。（11Ⅱ22ロー'２月８日）

筋l6IuIオリンピック餓技大会(メルボルン)に11本選手IW162柵

捗加．金メダル４個。（llH22p～12月８Ⅱ）

Ⅱ本ラグビーフットボール協会、Ｉ】体脇脱迎。（６Ⅱ18Ⅱ）

1957ｲ1K

('111和32）

Ⅱ本チーム、中国(北京11i外)に遠征、BiI1友好大会参加。（６）Ｉ

29日～７月24日）

１１t界避手櫛大会(テヘラン)に日本初参加。（１１月８Ⅱ～1211）

節５代公焚、川名勤就任。

ボストンマラソンのコースが正規より1.O85mlniいことがり‘党．

前年皮のコースレコードが取illi。（４月）

lin2IulHi同同体で初めて炬火リレーが行われ、開催H1初のﾎﾟｽﾞﾊﾟ，

杯腱iI｝。（10Ⅱ）

1958年

(11冊和33）

筋３ＩＩＵｊアジア競技大会(束〕i()に選手８簡参力１１．パンタム級木卵

茂犬金メダル硬佃Ｉ。（５月24Ⅱ～６月111）

卵６代会及、矢下ifj蔵就ｌＥ。（911）

ｉｉｉ３Ｉｌ,ｌアジア競技大金(W〔京)にⅡ本避乎UI337料＄bⅡ､frメダル

67偶。（51124ｐ～６１ｌ１１ｌ）

UIC軌金川伸､｢会(中川NOC)がIOCHlL辿・（811）

l959llも

(昭和34）

全側高体迎にウエイトリフティング部会が加盟。（４）１１，）

姉ＭＩｐｌｐ民体育大会(東京)、パンタム級スナッチで三宅鍵n$、

ライト級ジャークで山崎弘、ｎ本初のlit界新誕餓を樹立。

第７代会及、西川正一就任。（12月）

IOC総会(ミュンヘン)で1964年の第１８回オリンピック大会'１１１伽

地、東広と決竃。（51125日）

IHI体のINI催叫が祁過府県持ち回り)となる。

1960年

(HHIII35）

節17回オリンピック賎枚大会(ローマ)に遡乎７粥参加、パンク

ム級三宅錠、、初の肌メダル。（８Ⅱ25【l～91111,）

〕i(極商乢M1会&ﾘ公氏、ＩＷＦｌｌＩ会及に就任。（８Ⅱ）

第15回Ⅲ民作fY大会(熊本)に高校の部新設。（ICⅡ23,～27,）

節17(､IオリンピックHH技大会(ローマ)に11本選手団219粥参加、

金メダル４冊。（８，２５Ⅱ～９月1111）

l96Miz

(lWm36）

lU:界迅乎梱大会(ウィーン)に選手７名参加、パンタム級三9笹綻

砧３位銅メダル。（９月20日-25日）

スポーツ111興法、法祢第141号として公布。（６月1611）

1962年

(HlIhI37）

筋４IDIアジア競技大会(ジャカルタ)に逆手７名参力Ⅱするが111侍

lKIlllI皿でウエイトリフティング股技中11:となる。（８）l）

ｌＩｔＩＩｌ逆手１１h大会(ブタペスト）に避乎７名渉力Ⅱ、パンタムM1三宅

侭仙ﾄﾙの優勝．（９Ⅱ16Ⅱ～22Ⅱ）

姉４[UIアジア競技大会(ジャカルタ)に11本巡手U1250名参力Ⅱ､金

メダル74個。

ＩＨＩｹﾞIi1mmで粉&11(イスラエル、台澗迦乎の入IWMIii1i)。（８）１２４

Ｉｌ－９Ｈ４Ⅱ）

l963jV

(Il1lmI38）

lU:ｌ１９巡乎Ili大会(ストックホルム)に廻乎７禍参hII、フェザー級

三宅鑑Iii優勝。（９月７日-13日）

J1[H(E】暗スポーツ大会兼令日本選手梅大会(東京)Ⅲ伽｡(lon11

Ｈ～16日）

姉11,余日本社会人選手椎大会(〕I[京)閲(if。

lⅡ;ＩＩＬ35ヶＩＨＩから600名の１１t界一流避手が参力Ⅱし､Ｉｋｊｌ(I則際スポー

ツ大会11111Ⅲ。（l0n11B-16B）

IOC、インドネシアのオリンピック大会への出場伜1kを決銀。

(２月）

196Ｉ年

(lMllIl39）

iiY18IIjIオリンピック競技大会(]I[〕i()に選手７名番加．フェザー

級三宅綻佃優脇､パンタム級一ノ119史､11．ミドル級大内(:３位、

外余風人貧果たす。（l0jllOⅡ-24Ⅱ）

姉l8I1jIオリンピック餓技大会(東京)に､1本週Fm437橘お卯､山

上賦商の2ｔメダル16閥。（10月10Ⅱ～2411）

li1uuな体fT会Iiii傭成。（７月10Ⅱ）

1965年

(昭和40）

１１t界避手IhI大会(テヘラン)'二週下６禍参加．フェザー級三宅鍵

ｲﾊﾟ優勝。（l0II27p-11Ⅱ３日）

IOC総会(マドリッド)で東ドイツのIE式力11型が吹出．従来オリ

ンピ･ソクに枕一チームで参加していた東ドイツ力Ul9681Wj・蛤か

ら別々に参加となる。（10月）
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年次 協会事項 参考事項

1966年

(Illl和41）

世界選手lli大会(〕I〔ベルリン)に逆手６名参加、フェザー級で三

宅淀信４連勝。（10111511～27,）

第５Iulアジア醜技大会(バンコック)に週．「７名秒加、金メダル

2個MlIi1l。（1211911～20【】）

作Ll拳91協会11Ⅱ会奨、ＡＷＦⅡﾘ企及に肱ｲI;。（l2ll）

第１回日聴親秤大会始まる。（稗１１(１）

IOC総会(ローマ)でiiml回オリンピック冬季大会のIWlIH地に札

幌決定。（41126日）

卿５[Iリアジア賦批大会(バンコック)にＨ本選手同259禍拶加､企

メダル78個。（l2H9n～20ｐ）

節21[､l大分[剛体、大会会長トロフィーが$ﾘ定された。（10Ｈ）

l967lIi

(昭､142）

世界選手柚大会東京IWlI1mを逆１２Ｌたため、代替地が窯《中止と

なる

節10回ユニバーシアード夏)０１大会(東京)、共産圏不参加で34ヶ

E1に滅少。（８月27日～９月４日）

1968年

(昭ｲ1143）

第19回オリンピック岨技大会(メキシコ)に選手７名参jiⅡ、フェ

ザー級三宅綻付優脇、三惣綬１丁３位、兄郊で災彰行に上がる。

ミドル級大IAl仁２位､Ⅱ本命､銀､銅メダルIlEi邪｡(１０)ll2n-27

【I）

西川正一凹会災．IWFUll公1とに此ＩI;。（１０１１）

iiVl9【､]オリンピック競技大会(メキシコ)にｎ本選手団215棚参

加、金メダル11011。（l0n12Il-27H）

liYIOlUオリンピック冬季大会(グルノーブル)'二n本選手IllI78簡

参加、戦後はじlｂて人Tt満なしに終わる。（２月６Ｈ－ｌ８Ｈ）

1969年

(BlI和44）

全11本選手樅大会(秋田Ⅲ)にソjulチーム参加、３陪級で優勝。

（７月４日－６Ｂ）

Ut界選手ｉｉｉ大会(ワルシャワ)に逆手７名参加、フェザー級三宅

義行、ライトヘビー級大内化優勝、Ｉ】本２階級を制す。（９月2０

ｎ～28Ⅱ）

IOCは北朝昨の[F1源『し称をＤＰＲＫ(餌鮮民主圭錐人氏jt和[21)と

することを承叫。

学校救櫛活肋外の連動競技の基準決まる。（６月）

l970jIz

(HlIIlI45）

Ⅱ本ポーランド友好大会を〕1〔〕KでI1I1III。（４Ⅱ16Ⅱ）

M1会法人化の雑本金ＩＩｌｈ柄､Iが姉よる。（５Ⅱ）

世界選手梱大金(コロンパス)にju子９椚参jmI、パンタム級安蕗

雛吉２位、フェザー級三宅義i７３位。三宅はドーピングで失格

処分となる。（９月l2B-20p）

第６同アジア競技大会(バンコック)に週乎７名参加、金メダル

4個獲得。（l2iI9D-20Il）

Ⅱ本体filHl会、Ⅱ本クレー射撃協会を辿会処分に{'す．（11月）

鮴６[lリアソア餓技大金(バンコック)にＨ本週子111267ｲH1窃加､命

メダル74個。（12)l9n～20日）

197111Z

(IIll和46）

I世界選手１１１１大会(リマ)'二週子９協参Ｉ１１、フェザー級で三宅義付

優勝、蜜蝋灘bOj2位の､r、lUIメダル1世１１１゜（９）]1811～2611）

IWF繕会(リマ)で、三七綻竹、mlIl:のドーピングは処分撤回、

名誉回復となる（９ｌl〉

第１回全11本学生東西対抗nMMiまる。（11月）

協会機関誌、会報第１号⑪]刊。（12月）

ｲL01IFI際スポーツ太公(プレji袷)INI侭。（２１１７ｐ－１４ｎ）

会IvIOIO学生スポーツ大会I1lI会(】5粗目)。（811）

1972年

(UlI洲147）

第20回オリンピック観技大会(ミュンヘン)に選手９名参加、ロ

本４位にlWまI)メダルを逸す。（８Ⅱ26Ⅱ～９jllln）

フライ級とスーパーヘビー級が所ＩＩＢこされ、９階級となる。

IWF総会(ミュンヘン)で、ミュンヘン人公をlhMhとして、プレ

ｽ脱彼の蝿止決定。（８月）

第20[､オリンピック競技大会にＨ本選手団219名参加､金メダル

13個。（８Ⅱ26【l～９llllB）

imillI[リオリンピック冬季大金(札幌)にｎ本選手団110燭参jIl､７０

メートル級ジャンプでＨ本、金、ＩＭＩ、銅メダルの1世冊。（２Ⅱ３

11～13Ⅱ）

1973年

(llll和48）

復帰記念沖縄特別I司体容加．（５）ｌ３ｐ－６ｎ）

11t界選手脳大会(ハバナ)'二選手６名参加｡パンタム級三木功同j、

スナッチで世界新記鰍樹立し３他人fｔｏ（９月１６日）

第１同全11本文桑111追手IDI大会、満Ali眼で始まる。（llH23n

-25日）

脚風体向大会lllIlUi要DII(昭和50年度災施)の改jE。

アジア競仙迎盟のiiF織且会(テヘラン)で、中国の加盟が喉哩さ

れる。（l1Il）

1974年

(BlW1I49）

iii7Uアジア股批大会(テヘラン)に週『８禰参力ｌＬ金メダル４

１HIlE御。（９Ⅱ１M－１５Ⅱ）

ミドルヘビー級優勝の大内仁､ドーピングで失格のiZ告される。

世界選手椎大会(マニラ)に避乎８欄参力Ⅱ、フライ級堀越氏スナ

ッチ世界新で３位､パンタム級細祥拍H1１３位｡（９月21日-29Ｈ）

I】本ウエイトリフティング慨公、ｌｔ団法人設立翌可(文部省)。

(11月21日）

卵７回アジア皿技大会(テヘラン)に選手団326名窃力Ⅱ､金メダル

69m。（９月ｌⅡ-1511）

大lAl仁、ドーピングで失格を江告されたが､JOC失格とHgめず．

DIOIIl・ｱｼﾞｱ競技大会に参加｡

1975年

(Bllm50）

雛１回ＢＩｌＩ友好大金(０１１[H1)hfIまる。（６月６Ⅱ～12Ⅱ）

liY1IZlIジュニアI11wIIL逆手１１h大公(マルセイユ)飴まる。逆子８糊

参力11。（７１１８１１－１２１１）

11t界選手梱大会(モスクワ)に迅乎９簡参hll、フライ級竹内雅朝

スナヅチ世界新３．鰍。（９月1611～23Ⅱ）

第30回国民体育大会(三iKⅡ!)で少年ﾘｊｆ新設、各都道府県３名

(少年)がlM9できることとなる。（10月）

11本女十通111敗がエベレスト(8,848メートル)紐H1､女性初のⅡｉ

服。（５Ⅱ１６Ⅱ）

サンフランシスコ_沖樋、一人娘I)大Jl2洋樹断ヨヅトレースに

参加した小林ロリトカ礎全帆止、女性Iil独無寄港の脳跿腿鰍をつ

くる。（11Ⅱ）

1976年

(Hll和51）

オリンピックＨ本代我遡秒で会IHI健全代奨選手の入れ醤え決鐡。

(５１１）

ジュニア１１t界遊乎Ⅱh大金(グダニスク)に追手9名参力Ⅱ､パンタ

ム級獅地保雄３位、伽のメダル礎ｉＩＩ。（６）1611-13Ⅱ）

第２１回オリンピック肌技大会(モントI)オール)に逆手９粥参加.パン

タム級安藤謙宵.フェザー級平Ｉ|:一｣ｌｉ３位銅メダル｡（７月1911

～８月３日）

前211回Iオリンピ･ゾク頭1A大会(モントリオール)'二Ⅱ本避乎IW

2閉禍参力Ⅱ､金メダル９１WI。（７）ll9p-811311）

節1211Jオリンピック冬JF大会(インスブルック)に参加のスケー

ト、スキーともに人ｉｔなし。（２月４Ⅱ-1511）
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年次 笹会事項 参考事項

1977年

(WIm52）

Ilソｋ好大会を燈11本選手Mi大会(岡山)と兼ねてＩＷｌＩＩＩ｡（６月II

Il-l2Il）

IIlWILjMl7Iln大会(ソユツットガルド)に選手６名参加．５６k月級細

行ifljUl偶|ＩＤ。（９）Il7II-2511）

IWF附級呼称変山でキログラム16ﾘとし、５２kg級から＋110kK級

の1011F鋤を爽施。（１Ⅱ）

オリンピックデー妃念式典でオリンピック人ft冊(６位以内）

451名に、バッジ、延念IUi授Oj．（6112311）

IL9jloIi・lOCFMjII灸でキラニン公121ﾆ輔l41IiI冬季人公のM1謝状

漉寸。（lOIl20Il）

1978平

(Ｂｌ州153）

１１k界逸子ｌｉｄ人公(ゲディスバーク)に選手１０名参加、６０kg扱斎亜

降２位、５６kg級宏箇滋占３位。（10月４Ｈ－８Ｉｌ）

鍬B1iiIアジア岨技大会(バンコック)に選手10潴参加．金メダル

３１mⅡ1lIi1l。（12Ⅱ９Ⅱ～2011）

第141m】オリンピック冬季大会は、サラエボに決定、札幌招致な

らず。（６）】18,）

姉81口]ｱｼﾞｱ鹸技人公(ﾊﾟﾝﾌﾂﾞｸ)に11本選手団373名参jiU､全

メダル70Ⅲ('211911～2011）

轍８ＩＩｊｌアジア人金は､１０Cの公蝉のないよ上、イスラエル１kざで

IIllll(。

1979ｲ1K

(ⅡｌＩｆⅡ54）

卵８代公｣と、’1,F『山共澁就{I;。（５Ⅱ）

姉９代公jと、小倉'''五Ilq郎就ｌＩ;。（８）1）

liilllTi]アジア選手Iii大会、東京でWH催。（８）115,～17日）

耐1111,脚iiii恢糾轡入会始まる(韓ﾛ)。（９月２Ｈ）

'11:界選乎lhi大会(サロニキ)に選手10名参加、６０kg級後騨節砒３

位。（11)’３１１－１２Ⅱ）

耐lll01スーパーヘビー級m1IF入会をⅨDKで1WⅡ1M。（ｌ２ｌ１１Ⅱ）

IOCJmJII会(料DlfRl)、l958IrllILjUlから21年ぶ')に010IHIのIOCm

lAMを承辿、台澗は「チャイニーズタイベイオリンピヅク秀ii会」

としてIOCに脱す。（10Ⅱ2311～25Ⅱ）

l980jlL

(IlllIII53）

邦22[Iリオリンビックlji技大会(モスクワ)'二選手l0flを決之する

が、１１ホイ聯加となる。（511）

｣L袷代我をアメリカンカップ(ホノルル)及びIf海同際大会へ代

If大金として派近。（10月）

第llIOl会11本ジュニア選手Ili大会(111梨1M)始まる。（４月２１１

－３Ⅱ）

鋪221IDIオ0)ンビック火炎(モスクワ)、ナシコナルエントリー締

lJjlI、JOC腿111Ｆ総会でｲ(参｣iⅡ決定。（５）ｌ２Ｍｌ）

JOC常ｲI;公11公､【1本週刊J1会IITｲ穆力Ⅱ確定､幻のオリンピック

選乎111ﾉﾎﾞ型。（６Ⅱ１１１１）

l981IIf

(UlWlI56）

姉】:Ⅱ'１lアジア逆Wil大会をinli冊で111Ⅱ11【。（８Ⅱ16Ⅱ－１９，）

IUJ界避ＷＨ人公(1リール)に巡Ｆ４潴参加、５２kg級真鍋ｉ11人３位

人賞。（９）llIII-20Ⅱ）

IOC縫全(バーテンバーテン)で198811ミオリンビソク大介IIII雌地

悼側ソウル０１j決定、fnIi脇は11tれ６．（９Ⅱ30Ⅱ）

QH抜公のUPL付にM1賛するスポンサーク)企藁潴をI･'十「;tfk公」

をIlIIE凶アマチェアZMI公詳狸する。（９Ⅱ）

l982fIf

(昭和57）

全11本選手Ⅱi人公(埼玉I､)で、９０kg級砂岡良ifi、日本初のジヤ

－ク200ｋｇリフターとなる。（７月９１１－１１Ⅱ）

ジュニア１１t鼎選手Mi大会(サンパウロ)に避乎10名参加、82.5ｋｇ

扱砂ｌ５ｌｊ;Li<i２位､５６kg級M1敵３位でメダル蔭得。（８１１９IEI～15

11）

輔９IijIアジア9A技大会(ニューデリー)に逆子10儒参》Ⅱ、金メダ

ル２１[M1(ki1ﾄ。（11Ⅱ1911～1211`I、）

111本文雄鰹灸駆$1$、ＡＷＦｆｌＩ公跿に就任。（l1jl）

第８IqIアジア競技大会(ニューデリー)にＭ本選手u1463名参加、

金メダル57個。企61個のSIjIFIにはじめて王座を蝉わｵしる。（11月

19,～１２)’４１１）

Ａ(ilfを故M1、ＯＣＡとなる。企｣&Iニシェイク・ファハド(クエー

卜)就任。（12Ⅱ）

Ⅱ本1ﾄﾞfrMI公公翅スポーツドクター$Ｉ腹;&）し。

I983fIL

(昭ｲⅡ58）

邦１回アジアジュニア進手Mi大会を埼玉凧で閲111;。（10月26Ⅱ

～28Ⅱ）

鍬lIl1l会11本マスターズ大会(奈良111)始まる。（11月11Ｈ～1３

Ⅱ）

lwFワールIfカップを収】i(でⅢⅡⅢ。（l2jlloⅡ）

第l7IIiIユニバーシアード叉季大会(エドモントン)参加、翁メタ

ル２個。（７'１１１１～1111）

第’1111ユニバーシアード器乍大会(ソフィア)参加、〈hrメダル１

側。（２Ｊ11811～27Ⅱ）

l984iK

(111州159）

lfI際スilゼーッフェァーＩｌｌ１\眼IAi会１１〔jl(で１１１ⅡⅢ。（５）１６１１）

姉231IjIオリンピック波1A大会(ロサンゼルス>に選手９名参加、

52kg級具鍋和人、５６kg級小間正宏、82.5kg級砂lHq災in、３位銅

メダル瞳111。（７月28Ｈ～８月12Ⅱ）

姉231`'Iオリンピック１１m技ノヒ公(ロサンゼルス)に11水巡Ｔｌ､11308

粥参jill、術メダル11〕llAl･ソヴィエト瀞不参力１１。（７ll28Il～８jｊ

１２m）

第I4何オリンピック冬兼大会(サラエボ)に日本週12[！169名参

加、銀メダル１゜（２）】８Ⅱ～１９１１）

19854K

(HlIilI6()）

IﾙLO稀をＡＩ蚊に採点制競技を制度化する。（４月）

仰1町のソウルIi佑械hliが膿１１，１ﾉﾘの11値合同を下IllIIiで側１１K。

(７Ⅱ）

１１t押迎TIhi大会(ソダテリエ)に避一Ｗｌ橘懇lnll、82.5kg級砂I凶]典

柚の0位に緯わる。（81123,-3111）

n本２皿【｣のユニバーシアード叉季人公を仲j3iIiで閲１１M、金〆

ダル６佃臓i1lo（８）12`Ｍ１～９１１$１１）

1986112

(昭hI61）

令lUl凋沖｡､Ｈ史退1k大会．第１何入会が神奈川県で始まる。（3,

2711～2811）

姉lOIuIアジア餌M(大会(ソウル)に選手10名参加、金メダル1個

'二緯わる。（９）Ｉ２０ｎ－１０ｌｌ５Ｈ）

第１同アジア冬子睨扶人公(札幌DIi)にn本選手団119名参加､金

メダル29個。（３）’’１１－８１１）

第10ﾛアジア股技入会(ソウル)にⅡ木逆手団551秘参加.金メダ

ル58個でOIlI1Kl、OIIlKIの11h噸をIF十。（911211-10)１５１１）

1987112

(ⅡｌＩｎＩｌｉ２）

姉l9IpIブジア週丁･Nil大会舍埼｣iII1で1WⅡ111。（IFI1711-19Il）

姉１１１１１俗IiloIo学大会(崎｣ilI1)hhまる。（８Ⅱ1611）

姉lI1I会111女子大会(神奈川Ⅱ!)姉まる。（９）j21n）

轍１１１１Ⅱ比界女子避手1M大公(デイトナピーチ)飴まる、選干４捌

参h[I。（10ⅡＪ０ｌｌ～11月１１１）

36ｲIもぷI)､IⅡ１１iの([Iｲ)腹ﾊﾟＷ･ジア噸IjIL入会Oll磁委11公技勉｡（｡'Ⅱ

１１１）

跡191111ユニバーシアード叉季大会(ザクレプ)参加．金メダル３

IH1。（７１１８１１－１９Ⅱ）
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年次 樫会事項 参考事項

1988年

(IIBｲ1163）

鰯ｌｌｕＩ]lnj(カップ、世31L卜･''プリフター柵ｉｆによる大会を東京

でIW1Iio（４）】４Ⅱ）

ソウルⅡ蛤参加のブルガリア代戊、IhIn合ｉｉｉを崎IilIlでけう。

(９Ⅱ）

姉24ｍオリンピックIlHIA人公(ソウル)に週｢･IC閥参加､56kg級、

601q1級５位入賞に緋わる。（９Ⅱ17Ⅱ～lOII2Il）

第２mu9WkUL迦手ｌｉｄ大会(ジヘ･カルタ)Ⅲ111m、波ねて前１１口]ア

ジア女子選手１６.大会飴まる。巡乎７禍参加、５２kg、５６kg級で５

位入貢。（12月２【l～４【l）

第24回ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会(ｿｳﾙ)に日本選手団337名参加、

金メダル４個。（９月17日-10月２日）

輔15回オリンピック冬季大会(カルガリー)に11本追手11181桝参

加、胴メダル11111。（２月1311～2811）

節43[【１１即座体門大会(瀬郎)よI)所什点方式で文施。（10)I）

1989年

IjI(皮元112）

１２金111立50111ＩＭＢ念式を卯〔ji(でmIli。（ZIll7n）

節2181111〔〕I(カップを束〕KでⅢⅡ１１。（511.111）

卵３１IDI世界女ｆ選手1M入会(マンチェスター)Iこ辿乎８門参加、

52kg級1uIｲﾀひろみロ本初の肌メダルリ陸i9。（l1ll24Il～2611）

ブルガリア．ナショナルコーチ．ヤンコルセフ(Ji袷金メダル）

を棚職する。（12ﾉﾘ～平成２年３ＩＩ）

ｎ本オリンピック姿１１会のMIlI法人設立翅､l(文郁大臣)。（８）Ｉ

７１１）

FISUX1r善11会(パルマ)で､1995年ユニバーシアード夏季大会

IlIl仙地に161岡iIiを決走。（l21I3p）

1990年

(平成２）

仙界女子迅乎ＩＩＢ大公職１１t界ジュニア逆手Md入会(サラエボ)'二逆

-F、ｋｙｋ６橘、リｌｆ７渦参加。

44kg級斉幽さと〕q、５２kg級ＩＪＷひろみ．AllメダルI陸１９．ジュニ

アは、５２kg級池畑人、３６kg級佐久ⅢI脇虐６位。（51126【1－６１１

３Ⅱ）

1iillln1アジア岨技入会(北〕i()、女『･股IALWi役、リW10禍、火.卜

９名参加．リI子銅メダル４個に終わる。女f44kg斉蔭さと災、

67.5kg艮行嶋久共が２位銀メダル、５６kg阿部典拠３位入賞。

ヤンゴルセフ、アジア大会コーチとして参力Ⅱ。（９１】22Ⅱ-10月

７Ⅱ）

第２IuIアジア冬季競Mi大会(札幌)に日本選手R1103名参加､金メ

ダル18個。（３）Ｉ９Ｂ～14日）

イラク】ドクエートヘ侵攻し､ＯＣＡ余興シェイク・ファハド逝去。

（８Ⅱ２Ⅱ）

薊llInlアジア岐技入会(北〕i()にI】本選手U1674名参加､金メダル

蛆個。（91122ローｌ０ｌｌ７Ｂ）

第18ロオリンピック冬季競技大会、1998年の閲'111都市として畳

野が立候補届提出。（IOC本部）

1991KIL

(平リム３）

ＩＷＦ、バルセロナ･オリンピックⅡﾘﾙ資IllNI1lHlill刀法をIWF折

疋大会(１１t界シニア、ジュニア太公)杼地域大隙太公に剛週する

旨什ＮＦにj､逸する。（１１１）

世界ジュニア迦荊Ⅲ大会(マグデプルグ)'二週手９粥参加、５６kg

iIjl井側二３位銅メダル嬢iIl。（５）１７１１～１２１１）

fIt界選手梱大会娘１１上界女子避乎柵大金(ドナウエソンゲン)、リ）

子10橘、女子６潴窃加。

ﾘ)7.はオリンピック資IifluliIl粉９棚、ｋｆ67.5kg級焚朴｣b久共

２位、５２kg級ＭＨひろみ３住人賞。（９）l27II-lOFI5Ⅱ）

期Z3IIlアジア逝了Ixlil大会兼オリンピック11ﾘﾙ資Ⅱ１１h大公として

茨城111で１１１Ⅱllio（12月20Ⅲ－２【)11）

林克也M1会M'１余｣&JOC呼務ju4Iに靴仮｡（311）

姉15【､Iユニバーシアード冬季大会(札幌)にⅡ本避乎Ulll8柵参

力Ⅱ、金メダルＭ側。（３Ⅱ211-101】）

JOCがｷﾘi地公益j１１逆法人として泌可さる。（４月】Ⅱ）

IOC総会(ﾊﾞｰﾐﾝｶﾞﾑ)で姉18回オリンピック冬季競技大会､

1998年開Ⅱ11都市に長野が決定。（６Ⅱ15日）

1992年

(平成４）

ジュニアを中心とするlIf手選手をブルガリアへ派遮、海外遠征

令嗣を爽施。（２月～３月）

第25囮]オリンピック競技大会(バルセロナ)に巡乎10将参加．５６

kg級佐久IⅢ勝廠の５位入賞に１Wまる。（７）12511～８Ⅱ９Ⅱ）

IWF聡公(スペイン)で、ＩｌＩ附級が肥I}:、リlkWiIW級が決疋、新

附級の奨施は199311（１）１１ⅡⅡとする。（11111511）

lWFオリンピックＩＭＩ令遡ﾄﾞﾒｲ奴にドーピング検従を契施す。

(７月）

第16回オリンピック冬季大会(アルベールピル)に日本選乎団

105名参加、金メダル１個。（２月８II-23II）

第251LIオリンピック競技大会(バルセロナ)に11本選手団377tＩ

参加、金メダル３１W。（７）125日－８月９日）

JOCスポーツガセ制定。（１月）

1993年

(平成５）

選手強化拠点としてimmiIiIAlrいけ111旅館」に置き、逸子強化

をスタートす。（３１１）

姉lIuI収アジア競拙大会（Iも海)1WⅡ1M．迎乎10橘参加。（５）110日

-1.111）

姉lIuIll本、仰IHI、IIOIi<１３ヶF<lフレンドシ,,プトーナノント(8ド

則111水fpJ)始まる。（６）12611～29Ⅱ）

世界避一FIbI大会班ｉｌＷＷｋｆ辿りzllli大会(メルボルン)､ﾘ！~flO楢、

女７７禍参加。

59kg級池畑犬、n本新を出すが６位'二終わる。女f70kg級跿谷

場久英３年巡統肌メダル盤i1I。（111112Ⅱ-2111）

第１回東アジア競技大会(上海)に[1本選手団357名参加､金メダ

ル25個。（５月９Ｂ－１８日）

JOC・ジャパン・オリンピック・コーチテイング株式会社設立。

(61123Ⅱ）

199461：

(平成６）

ブルガリア、ナショナルコーチ、ヤンコルセフIU捌照す。（５１１

～10Ⅱ）

第l2IqIアジア岨１２大公(喚鮎)ｍＩｍｏリｌｆｌｏ打、ｋｆ９禍穆加、

9l-fElliH2、女二｢銀ｌｊＨｌで緯わる。（10)１２Ⅱ～1611）

桜ル籾ｷﾞﾘ侶会?Ｗｉ『叩jll、AWFUIﾘ会1ｔ'二靴Ｉ[。（12)l）

節l7IuIオリンピック冬季競技大会(リレハンメル)にⅡ本選手団

１１０橘参加、金メダル１１FI。（２）l12n～23,）

姉l21uIアジア股ｉｆ大会(唆島)'二ｐ本巡乎'911.017橘参加､金メダ

ル641111。（lOll2Ⅱ～16Ⅱ）

61,尖アジア５ヶ凶が初参加、カンボジア20年ぷり参加等、史上

雌大規模の大会となる。



アジア迫手相衷杉式、Ｒｎ旦宕林克也会長96年第９回(女子)、第27回(男子)アジアm手相
タマス・アイアン事務局長と担手すら桜井囲利専務理事

２Ｓ

年次 樫会平項 参考事項

1995年

(平成７）

IWF・アンチドーピングk､1m【で各ＮＦナショナル選手の識録錐

勝を通迩。（１）I）

ＩＷＦ・アトランタ･オリンピック大会参力11資IｉｆをⅡ上界避手IIi大

会及び地域火腺大会の1則別吋抗I戊繍でIIjjする府ffNFへ脳縛

皿逸す。（ｌⅡ）

邦】０代公奨、林児山靴ｲr･（３Ⅱ）

第１IUUIアジア女子ジュニアju手１，大公(OII同)hfiまる。ｊME手４粥

参加。（８月2211～27Ⅱ）

11t界迦手Iil大会(7i袷11t卵子退会)蛾l仕界女子選手llii大会(中国・

広州)、リlflo秘、女子５潴秒加。Ｊi怜子jiBのり'千は同別対抗で

Ｍ位、７ｆｉのオリンピックIIMII資格を鱈Ｉ!｝す。女子46kg級二柳

かおりがジャークB2kRのジュニアlIWMliJtで６位。（ｌｌｌｌ】711

-26Ⅱ）

第18回ユニバーシアード夏季大会(l1YI岡)にⅡ半逆手団372閥参

加。

IHiIlll人公は162の1刊及び地域参加の史上ＩＭＩのIUL模となる。（II

lI23I]－９ｊｌ３Ⅱ）

昭和21年、近畿地方を'１０心にiWI111iしたlflhMﾄﾞflk会は、佃岡lFl

体で50回となる。（l0lll4n～1911）

1996年

(平成８）

鄭281,Iアジア逆rMi大会(アトランタ血拾千週)12第９Inlアジア

女7.週平101大公(｢鷲八千代iIi)ＭⅡＵｊｏドーピング検査は、ＩＷＦ

術逝檀閲、ドイツ･ケルンIIiで実施､ドイツ'二空輸で検体を運ぶ。

(４１１４，～９１１）

ジュニア11t界迎ＦＩＩ1大全力1M化界女ｒ迎刺M大会(ワルシャワ)に

ﾘl子７将、女ｆ５禍参加．リl子54kg級111本兜３位銅メダル、女

f59kg級i､楢(i令子iNメダル。（５Ⅱ３Ⅱ～11Ⅱ）

鍬26IiiIオリンピック観ｌＡ大会(アトランタ)に迦乎７潴参力１１，５９

kg級池川人Ⅱ本i12鉢で腿DII、メダルに一HMtぱず４位。（７月１９

１．１－８Ⅱ４Ⅱ）

11,体、１１１３ヶ、フレンドシップトーナメント、千巣市で側Ili。

（９Ⅱ15ｐ～16,）

IWF総会(アテネ)で､200MIKシドニー･オリンピック大会､女子

醜1k秒加耐腿、Ｊ１06次ｆ秒hⅡにH1う断級飲、体ⅨＷ)が検ii↑饗

11公と将別コミッシ:,ンによって111典鮒まる。（l2jllOⅡ～11

Ⅱ）

第26回オリンピック胆技入会(アトランタ)に11小選手[､１１４`19橘

参加、金メダル３個。（７月ｌ９ＩＩ－８ｊｌ４Ｉｌ）

IOC理事会(メキシコ)、2000年シドニー大会女-fウエイトリフ

ティング競技種目験幽｡(l1jl）



階級及び種目の変遷

２６

1896112

(剛IifI29）

鮪１回アテネ・オリンピック大会(体拠睨技の１棚11として災施）

附級：腋扱【J(分なし

紐１１：片下ジャーク・幽乎ジャークの２種ロ

1904112

(lﾘ1拍37）

鰯３回セントルイス・オリンピック大会(体織簸技の１種、として実施）

陪級：陪扱Iえ分なし

穂１１：l;･『ざし（ダンベル）・肉lzジャークの２撤回

1920.1急

(ｋＩ９）

鰍７回アントワープ・オリンピック大会(｣正式lq1Uとして'1111K）

1W級：５附級

フェザー級(60kg）ライトIHI(67.5kg）ミドル級(75kg）ライトヘビー級(825kg）

ヘビー級(82.5kg以l:）

櫛ロ：１１．Ｆジャーク・Il1j7ジャーク・片手スナッチの３種Lｌ

1924年

(火正13）

節８回パリ・オリンピック大会

附級：５附級

FIiII：ルァジヤーク・mi手ジャーク・ＩＩＴ･スナッチ・iili手スナッチ・両Ｆブレスの５机1１

21MF

(llllNl3）

鮪０回アムステルダム・オリンピック大会

附級；５冊級

棚１Ｊ：iJiFプレス・IJI子スナッチ・iuifジャークの３種目に懸理

1936年

(IlBnI11）

第11回ベルリン・オリンピック大会

階級：５Pff級

釦１１：llliFブレス・lhli手スナッチ・ijhjlzジャークの３剛ロに整理

鮒１回全日本遡手梱大会

ＩＦのPIf級：５１kK級、５４kK級、５７kg級、IiOkg級、67.5kg級、７５kg級、82.5kg級、＋82.5kg級

[IHI内Ｗ）：hl【06n級(60k11）帷lit級(Ii7.5kg）OII肚級(75k月）

(51.54.57.60）

1937年

(H}州112）

館２回全日本皿手櫓大会(ﾄﾘIi{l仲渕上公と波ねる）

附級：８１if細設定（ＩＦの附級とｌＩｊｌえる）

51kg級、５４kg級、５７kg級、６０kg級、67.5kg級、７５kg級、８２５kg級、孟母級

1939年

(昭利14）

館１回全日本、且牟田目別賦技大会

櫛Ｕ：両手ジャーク・片平ジヘ･－ク・ジャークＵ政・俵兼しI:げlnI欧・仮差し上げ持久時ⅢＩ

附級：閣下ジャーク・ハ・子ソJI-クのみ附級iUt定あり(60kg以下・６０kg以I:）

l9mIr
(Uｨ(ｨⅡ１６） ＩＦの附扱：５１kgU１，５６kg級、liOkg級、67.5kg級、７５kg級、８２５kg級、＋82.5kg級

1948年

(昭和23）

餌14回ロンドン・オリンピック大会

R１級：６厭級

パンタム級(56kg)、フニザー級(60kg)、ライト級(67.5kg)、ミドル級(75kg)、ライトヘビー級(82.5kg）

195Ｍ12

(BlW1I26）

】Ｆの陪扱：フライ級(51kg）パンタム級(56kg）フェザー級(60kg）ライト級(67.5kg）

ミドル級(75kg）ライトヘビー級(82.5kg）ミドルヘビー級(90IqK）ヘビー級(90k1K以１２）

19521『

(HlIilI27）

餌19回ヘルシンキ・オリンピック大会

儒級：７附級

パンタム組(56kg）フェザー級(60kg）ライト級(67.5kg）ミドル級(75kg）

ライトヘビー級(82.5kg）ミドルヘビー級(90kg）ヘビー級(90kg以上）

1958年

(BlWn33）

ＩＦの陪級：フライ級(52kg）バンタム紬(56kg）フェザー級(60kg）ライト級(67.5kg）

ミドル級(75kg）ライトヘビー級(82.5kg）ミドルヘビー級(90kg）ヘビー級(90kg以｣２）

1968ＩＩＬ

(IlllnI43）

１Ｆ総会で８附級から９PIF級に麟級jIIを決筵

フライ級(52kIB）パンタム級(56kg）フェザー級(60kg）ライト級(67.5kg）

ミドル級(75kg）ライトヘピーIWl(82.5kg）ミドルヘビー級(90kg）ヘビー級(110kg）

スーパーヘビー級(l10kHujも）

196114【
(Ⅱｌｍｌ４`1） IlnlIAl：スーパーヘビー級(110kg以上)は、当分の１１１１n本では実施しない。

197261：

(11<l机47）

第20回ミュンヘン・オリンピック大会

附級：９Pff級

フライ級(52kg）パンタム級(56kg）フェザー級(60kg）ライト級(67.5kg）

ミＩＦル組(75kg）ライトヘビー級(82.5kg）ミドルヘビー級(90kg）ヘビー級(110kg）

スーパーヘピー紬(1101《lluIt）

110Ⅱ：１Ｆ総会でプレスI9mIの塊｣上決述

1977年

(ⅡｲｲｲⅡ52）

断級のUfL称の拠山IIO附級となる）

52kg級５６kg級６０kg級67.5kg級７５kg級82.5kg級９０kg級100kg級110kg級十110kg級



、咄

２７

l980fIi

(昭和55）

第２２回モスクワ・オリンピック大会

府級；10階級

52kg級561t9級６０kg級67.5kg級７５kg級82.5kg級９０kg級100kg級110kg級十110kg級
国IAlでも、＋110kg級を実施する

1987年

(昭和162）

ＩＦ女子の新設(９冊級）

4.1kg級４８kg級５２kg級５６kg級６０kg級67,5kg級７５kg級82,5kg級十82.5kg級
mIAIでもｉｆちに爽施する

1993年

(昭和５）

1Ｆ附級の区分の災lu(ﾘ)子810階級）

５４kg級５９kg級６４kg級70169級７６kg級８３kg級９１kg級９９kg級108kg級十108kg級
ＩＦ階級の区分の変皿(女子：９附級）

46kg級５０kg級５４kg級５９kg級６４kg級７０kg級７６kg級８３kg級＋83kg級



(社)日本ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ協会歴代会長･理事長･専務理事

年度

Wl和12年-13{I：

１３fF-l5ｲﾘ：

２ＭF

２２年-23年

２４年-25年

２６年-27年

２８年-29年

３０年

31年

３２ｲﾄﾞｰ33年

３４年

３４年-35年

３６年-37年

３８年-39年

４０年-41年

４２lF-43jIZ

４４年-45《'二

466Ｆ-47年

４８年-49年

５０年-51年

５２年-53年

５４年

５４年-55ｲI：

５Ｍ二－57年

５８年-59年

６０年-61年

６２年-63年

平成元年－２年

３年－４年

５年－６年

７年－８年

会長

宝脚皿隅

二K0m隅

三脚jmill

宝勵通鵬

小西英雄

小西英雄

小西英雄

大将米太郎

加蝋閥蔵

川名卯

矢-F治蔵

西川正一・

西川正一

西川ｉＥ－

西川正一

西川正一

西川ＩＩｉ－

ｍｉＩｌｌ正‐・

西川正一

西川正一

西川正一

小宮111英歳

小轡IIInul即

小渕lIIjnIq郎

小漕山Ⅲ四郎

小宮山jmiIml郎

小宮山亜四即

小宮Ⅲl唖四郎

小沸llIInImI部

小廊IIllltIml郎

林克也

副会長

大将武一

大谷武一

桑li(Ⅲ二郎、京極ｉｉｉ鋭

桑原Ⅲ二郎、京極高鋭

桑原用二郎、京極商鋭

桑原lⅡ二郎、京極高鋭

京極高鋭

京樋高鋭

京槻商鋭

京極高鋭

敢極高鋭

京極高鋭

京極高鋭

京極高鋭、井口幸皿

京樹高鋭、ノド、や卵

〕i(樹而鋭、Ⅱ:ＩＩｆ〃

求樹揃鋭、）I:ＩｌｆＨｌ

京極商鋭、ノド、索列

京極高鋭、丼ｕ幸男

馬場太郎、右島四郎、佐藤育秀

中野次男、佐藤育秀、赤坂俊夫、出野

IIn野次』M、佐藤育秀、赤坂俊夫、111野

OIO野次11l、赤坂俊夫、川野lW

OIj野次jll、赤坂俊夫、111軒ll9

UIU野次､Ｉ、赤坂俊夫、出野棚

中野次男、赤坂俊夫、川野１Ｗ

中野次男、赤坂俊夫、出野博

林克也、澗藤六郎、仰木工利、赤坂

林克也、澗藤六郎．仰木Ⅲ利、赤坂

林克也、iWIlIi六郎、仰木、i利、赤坂

WIMIi六郎仰木、t利、赤坂俊夫、ＩⅡ野

理卒長･専務理事

(昭49年まで)(昭50年より）

作I」

井口

井口

丼ロ

丼、

弁Il

il卜lI

jl:凹

井、

排ロ

弁、

赤嶺

ﾌﾞﾄﾛ

ilI:口

外、

野中

野中

野中

林

林

林

林

林

林

林

林

桜井

桜井

桜J1：

必
〃
男
男
男
卵
〃
〃
卿
〃
男
茂
卯
〃
〃
治
治
治
山
也
也
也
也
也
也
也
利
利
利

幸
幸
幸
幸
窄
幸
幸
輔
輔
幸
幸
幸
や
輪
護
義
義
克
克
克
克
鬼
克
克
克
勝
駒
勝

岬
Ⅲ

俊夫、出野博

俊夫、Ⅲ野１Ｗ

俊夫、ｌⅡ野ｌｌｌ

ｌＷ、三宅義ｲハ

平成8年度(社)日本ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ協会役員

会長

MII会瞠

呼務H1JlF

術務pll1F

林

iWiIi

桜Ⅱ：

篠簡

小平

大内

玉川

武川

也
郎
利
捻
生
仁
男
哉

鬼
六
脇
紀
真
恒

仰木耐利赤坂俊夫三宅設備

llllI1術細谷治ＩＭＩ望七撞行三木功刷

理事

艦リド

112会、

菊地俊英

野牧一雄

西川正次郎

坂上勝美

八田信之

佐野隆塩手満夫

継岡正章

く北海地〉iFIIMllIii雄〈ｉｆ森〉柵INI六郎

〈秋川〉佐幽ｆｆ秀〈山形〉１Ｍ’隆二

〈栃木〉葛貨宏平く群鰯〉望月豊司

く東京〉松尾繊資く神奈川〉森優

く奨野〉村－１２裕史く獄111〉菅沼義滴

く静岡〉井出哲夫〈愛知〉高橋力

〈滋賀〉木村新太郎〈京都〉新井田耕三

く兵印〉小inlIl:渡く和歌111〉ilH楢次夫

くlDiIlll〉IIIOI1I1I文〈広脇〉ⅡiDi耐鈍夫

く徳冊〉MIi脈八郎〈愛媛〉都築ｉＶｌ

〈大分〉佐噸文生〈佐賀〉iiiIIll知弘

く宮崎〉児玉雅亘く鹿児島〉洲脇正三

変藤かほる藤沢壁紀子

墹
柵
埼
山
石
岐
奈
偽
山
商
態
沖

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

手〉仰掛江夫

働〉小松泗一

玉〉桜井勝利

梨〉村田一郎

川〉長界幸野

卑〉大橋弘宵

艮〉北実

収〉Ｔ１ｉＩＩｌ述Hl

II〉寺本繁次

知〉梅IIllE幸

本〉村本鉄山

綱〉佐久木裏春

〈宮城〉通ilWjiIlNI

<茨城〉西川正次郎

〈千蕊〉111口俊章

〈新潟〉徳橋政突

く禍弁〉小林良雄

〈三亜〉岩城益古

く大阪〉鈴木裕之

く脇根〉佐々木雄三

〈蒋川〉花城正樹

く柵岡〉守自腹

〈是崎〉篠崎義雄

〈学述〉谷川商
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